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1. 平成23年３月期第３四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 2,907 3.9 83 － 64 － 3 －

22年３月期第３四半期 2,797 △13.6 △158 － △158 － △279 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 0 24 － －

22年３月期第３四半期 △21 36 － －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第３四半期 2,583 371 14.4 28 41

22年３月期 2,534 365 14.4 27 96

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 371百万円 22年３月期 365百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 0 00 － 0 00 0 00

23年３月期 － 0 00 －

23年３月期(予想) 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,616 △3.8 120 － 91 － 20 － 1 53



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4 「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  －社 (            )、除外  －社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 13,392,000株 22年３月期 13,392,000株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 319,926株 22年３月期 318,766株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 13,072,734株 22年３月期３Ｑ 13,075,315株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策やアジアを中心とした新興国

の需要拡大により一部に回復の兆しも見え始めましたが、厳しい雇用情勢、円高基調、個人消費の低迷

など不安要素もあり、依然として厳しい状況が続いております。 

当印刷業界におきましても紙媒体の減少、ｉＰａｄ、電子書籍などの普及により極めて厳しい状況が

続いております。 

当社グループはこのような市場環境のもと「高品位印刷技術（ザ・フェイバリット）の確立」、「徹

底した研修による営業管理職の意識改革」、「高島平工場にて環境に配慮したＧＰ(グリーンプリンテ

ィング)認定工場の認定取得」、「売上と仕入を細分化し原価の透明性の明確化」、「業務機能を東京

に移し、新販売管理システム導入による効率化と迅速化を確立」等の売上増進及び経費削減を実施いた

しました。 

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は10億57百万円（前年同四半期比8.9％増収）となり

ました。事業内訳別では、印刷売上は６億24百万円（前年同四半期比16.0％増収）、製品売上は３億82

百万円（前年同四半期比1.1％増収）、また商品売上は50百万円（前年同四半期比7.4％減収）となりま

した。損益面につきましては、経費の節減による改善効果が表れ、売上高も増収したことにより、営業

利益56百万円、経常利益50百万円、四半期純利益44百万円となり、当第３四半期連結会計期間におきま

しては、前年同四半期と比較して増収増益となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は25億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ49百万

円増加いたしました。流動資産は16億42百万円となり、２億１百万円増加しました。その主な要因は、

現金及び預金の増加19百万円、売掛金の増加10百万円及びたな卸資産の増加32百万円等であります。固

定資産は９億40百万円となり、１億52百万円減少しました。その主な要因は減価償却費１億14百万円、

のれん償却額12百万円及び減損損失52百万円等であります。 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計額は22億12百万円となり、前連結会計年度末に比べ43

百万円増加いたしました。主な要因は退職給付引当金が１億7百万円減少した一方、支払手形53百万

円、買掛金36百万円、未払金12百万円及び長期借入金が37百万円増加したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は３億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ５

百万円増加いたしました。主な要因は第３四半期連結累計期間における四半期純利益等の計上３百万円

であります。その結果、自己資本比率は、微増の為、前連結会計年度末の14.4%と同率となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

（負債）

（純資産）
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当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は５億48百万円と

前連結会計年度末と比べ20百万円の増加となりました。 

なお、当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。 

当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金は73百万円の収入（前年同四半期は２億44

百万円の支出）となりました。。 

これは税金等調整前四半期純利益47百万円の計上と減価償却費38百万円及びのれん償却額４百万円

計上に、仕入債務の増加88百万円等の資金の増加に対して、売上債権の増加48百万円、たな卸資産の

増加12百万円等の資金の支出によるものであります。 

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金は１百万円の収入（前年同四半期は３億56

百万円の支出）となりました。 

これは主に会員権売却による収入０百万円等があったことによるものであります。 

当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金は23百万円の支出（前年同四半期は２億86

百万円の収入）となりました。 

これは長期借入金の借入による収入20百万円に対して、長期借入金の返済による支出36百万円等が

あったことによるものであります。 

  

通期の連結業績見通しにつきましては、平成22年８月16日に公表のとおり、売上高3,616百万円、経

常利益91百万円、当期純利益20百万円を見込んでおります。 

  

  

（キャッシュ・フローの状況の分析）

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

  

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣

府令第５号）の適用より、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の

科目で表示しております。 

  

当社グループは、前連結会計年度まで４期連続して営業損失を計上し、また３期連続して営業キャ

ッシュ・フローのマイナスを計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が

存在しております。 

当社グループはこのような状況を解消すべく、前連結会計年度末に事業再構築計画への追加施策と

して生産管理体制の見直し、原価の透明化や新販売管理システム導入による事務作業の効率化及び迅

速化を図りました。また、徹底した研修による管理職に対する意識改革やプリンティングディレクタ

ー（調整力や進行管理力等で顧客と現場との橋渡し役を務める職種）の設置等により価格競争中心の

市場で有利に戦える体制から売上を確保し、継続的に安定した経営を目指します。 

一連の施策実施により業績は回復基調に向かっておりますが、前連結会計年度より続いております

印刷市場の厳しい価格競争により今後も予断を許さない不安定な状態が続くものと予想されます。ま

た、金融機関からの借入金には財務制限条項が付されたものが含まれており、当該条項に抵触した場

合には借入金の全額又は一部を一括返済しなければならなくなる可能性があります。これらの状況か

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な

不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

１ たな卸資産の評価方法

２ 固定資産の減価償却費の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

（四半期連結損益計算書）

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

 (1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 558,872 538,898

受取手形 181,614 235,513

売掛金 581,391 571,175

商品 8,314 9,193

仕掛品 84,734 45,718

原材料及び貯蔵品 17,501 22,877

その他 220,989 34,625

貸倒引当金 △10,593 △17,176

流動資産合計 1,642,824 1,440,826

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 167,867 190,519

機械及び装置（純額） 353,628 440,553

車両運搬具（純額） 28 224

土地 207,105 244,225

リース資産（純額） 11,573 15,293

その他（純額） 13,153 16,525

有形固定資産合計 753,356 907,341

無形固定資産

のれん 53,728 66,453

その他 48,980 46,298

無形固定資産合計 102,708 112,752

投資その他の資産

投資有価証券 4,565 9,139

破産更生債権等 11,096 11,547

差入保証金 42,064 25,130

その他 36,881 37,649

貸倒引当金 △9,944 △10,120

投資その他の資産合計 84,663 73,345

固定資産合計 940,728 1,093,439

資産合計 2,583,553 2,534,265
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 343,545 289,800

買掛金 216,155 179,544

短期借入金 135,100 176,686

リース債務 5,323 5,080

未払金 76,469 63,567

未払法人税等 12,125 18,397

事業構造改善引当金 － 38,619

その他 206,902 79,929

流動負債合計 995,621 851,625

固定負債

長期借入金 725,831 688,656

長期未払金 99,437 117,515

リース債務 7,601 11,624

退職給付引当金 383,166 490,731

その他 517 8,590

固定負債合計 1,216,554 1,317,117

負債合計 2,212,175 2,168,743

純資産の部

株主資本

資本金 1,928,959 1,928,959

資本剰余金 180,000 180,000

利益剰余金 △1,700,758 △1,703,854

自己株式 △35,201 △35,159

株主資本合計 372,999 369,945

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,621 △4,423

評価・換算差額等合計 △1,621 △4,423

純資産合計 371,377 365,522

負債純資産合計 2,583,553 2,534,265
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(2) 四半期連結損益計算書

     【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 2,797,079 2,907,352

売上原価 2,223,885 2,174,037

売上総利益 573,193 733,315

販売費及び一般管理費 731,620 649,743

営業利益又は営業損失（△） △158,426 83,572

営業外収益

受取利息 161 126

受取配当金 213 275

持分法による投資利益 10,646 －

受取賃貸料 3,174 2,268

固定資産賃貸料 15,529 －

作業くず売却益 3,099 9,744

その他 3,915 4,905

営業外収益合計 36,739 17,320

営業外費用

支払利息 13,723 21,584

貸与資産減価償却費 15,529 －

支払補償費 4,359 9,631

その他 3,019 5,412

営業外費用合計 36,632 36,628

経常利益又は経常損失（△） △158,319 64,264

特別利益

固定資産売却益 150 －

投資有価証券売却益 106 －

貸倒引当金戻入額 11,607 5,762

賞与引当金戻入額 1,693 －

特別利益合計 13,558 5,762

特別損失

固定資産除却損 964 459

減損損失 － 52,551

事業構造改善費用 3,727 －

退職給付引当金繰入額 119,757 －

その他 106 3,999

特別損失合計 124,555 57,010

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△269,317 13,016

法人税、住民税及び事業税 9,920 9,920

法人税等合計 9,920 9,920

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,095

四半期純利益又は四半期純損失（△） △279,237 3,095
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  【第３四半期連結会計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 971,077 1,057,086

売上原価 769,807 785,997

売上総利益 201,270 271,089

販売費及び一般管理費 239,422 214,660

営業利益又は営業損失（△） △38,152 56,429

営業外収益

受取利息 97 57

受取配当金 30 －

受取賃貸料 1,396 756

固定資産賃貸料 15,529 －

持分法による投資利益 5,397 －

作業くず売却益 1,458 3,596

その他 1,394 1,946

営業外収益合計 25,303 6,356

営業外費用

支払利息 6,834 6,998

貸与資産減価償却費 15,529 －

支払補償費 421 3,332

その他 450 1,971

営業外費用合計 23,235 12,303

経常利益又は経常損失（△） △36,084 50,481

特別利益

投資有価証券売却益 106 －

貸倒引当金戻入額 △3,258 △2,423

特別利益合計 △3,152 △2,423

特別損失

固定資産売却損 － 89

固定資産除却損 964 －

事業構造改善費用 592 －

退職給付引当金繰入額 119,757 －

会員権売却損 － 221

特別損失合計 121,313 311

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△160,550 47,746

法人税、住民税及び事業税 3,309 3,307

法人税等合計 3,309 3,307

少数株主損益調整前四半期純利益 － 44,439

四半期純利益又は四半期純損失（△） △163,860 44,439

㈱光陽社（7946） 平成23年３月期第３四半期決算短信

8



  (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 △269,317 13,016

減価償却費 81,027 114,498

減損損失 － 52,551

のれん償却額 12,725 12,725

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26,122 △6,758

賞与引当金の増減額（△は減少） △16,624 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 86,648 △107,564

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △31,056 △38,619

受取利息及び受取配当金 △375 △126

支払利息 13,723 21,584

為替差損益（△は益） 3 12

持分法による投資損益（△は益） △10,646 －

有形固定資産売却損益（△は益） △150 89

有形固定資産除却損 5,378 459

投資有価証券売却損益（△は益） △106 3,679

投資有価証券評価損益（△は益） － 7

会員権売却損益（△は益） 106 221

売上債権の増減額（△は増加） △164,266 44,133

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,357 △32,761

仕入債務の増減額（△は減少） △54,058 90,356

その他 40,424 △58,510

小計 △326,328 108,996

利息及び配当金の受取額 375 126

利息の支払額 △13,133 △21,471

法人税等の支払額 △16,875 △13,521

営業活動によるキャッシュ・フロー △355,962 74,129

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △300 －

定期預金の払戻による収入 300 600

有形固定資産の取得による支出 △308,769 △7,118

有形固定資産の売却による収入 1,688 60

無形固定資産の取得による支出 △288 △8,272

投資有価証券の売却による収入 185 3,688

関係会社株式の取得による支出 △50,000 －

会員権の売却による収入 200 700

短期貸付けによる支出 △300 －

短期貸付金の回収による収入 300 －

長期貸付けによる支出 － △600

長期貸付金の回収による収入 － 75

差入保証金の差入による支出 △245 △18,030

差入保証金の回収による収入 54,023 1,129

その他 △26 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △303,231 △27,759
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △15,650

長期借入れによる収入 670,000 254,501

長期借入金の返済による支出 △77,171 △243,262

自己株式の取得による支出 △94 △42

自己株式の売却による収入 27 －

リース債務の返済による支出 △3,537 △3,779

割賦債務の返済による支出 △7,012 △17,551

財務活動によるキャッシュ・フロー 582,212 △25,784

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △76,984 20,573

現金及び現金同等物の期首残高 423,919 528,298

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 69,359 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 416,294 548,872
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当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日) 

当社グループは、前連結会計年度まで４期連続して営業損失を計上し、また３期連続して営業キャ

ッシュ・フローのマイナスを計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が

存在しております。 

当社グループはこのような状況を解消すべく、前連結会計年度末に事業再構築計画への追加施策と

して生産管理体制の見直し、原価の透明化や新販売管理システム導入による事務作業の効率化及び迅

速化を図りました。また、徹底した研修による管理職に対する意識改革やプリンティングディレクタ

ー（調整力や進行管理力等で顧客と現場との橋渡し役を務める職種）の設置等により価格競争中心の

市場で有利に戦える体制から売上を確保し、継続的に安定した経営を目指します。 

一連の施策実施により業績は回復基調に向かっておりますが、前連結会計年度より続いております

印刷市場の厳しい価格競争により今後も予断を許さない不安定な状態が続くものと予想されます。ま

た、金融機関からの借入金には財務制限条項が付されたものが含まれており、当該条項に抵触した場

合には借入金の全額又は一部を一括返済しなければならなくなる可能性があります。これらの状況か

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な

不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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